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数百億個あるとも⾔われる⼤脳⽪質ニューロンが織りなす神経回路ネットワークに
よってヒトの精神活動が実現しています。これは哺乳類脳独特の構造が担っています。
胎児期という限られた時間内に、脳はどのようにしてできるのか？そのメカニズム
の⼀端が最近明らかになりました。私たちと⼀緒にさらなる脳発⽣、進化の謎に
挑戦しましょう！

・⼤脳新⽪質の6層構造

・哺乳類独特の
神経細胞移動モード
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